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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済・金融政策を背景に企業収益や雇用環境の

改善が継続し、景気は緩やかな回復傾向で推移いたしました。しかしながら、中国をはじめとする新興国経済の景

気減速を背景として、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、「顧客対応力の充実を図る」を方針として掲げ、

「人づくり」「仕組みづくり」「ものづくり」の３つを重点課題として定め、各事業において施策を推進しており

ます。 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、車両関係事業の新車販売は前年同期並みでした

が、中古車販売、輸入車販売及びサービス部門がそれぞれ堅調に推移し、前年同期の実績を上回りました。一方、

電機機器事業は前年同期のような大型の設備案件がなく、冷間鍛造事業は納入先の海外生産移行等の影響により前

年同期の実績を下回りました。また、産業機械事業は前年同期並みに推移いたしました。 

 これらの結果、当社グループの売上高は、前年同期比1.0％減の186億２千１百万円となりました。利益面では、

経常損失は６千４百万円（前年同期は３千１百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は８千４百万円

（前年同期は１億１千９百万円の損失）となりました。 

 

 

〔産業機械事業〕 

 主要な販売先である食品業界をはじめとして、大型機及び小型・中型機ともに前年同期並みに推移し、売上高は

前年同期比0.7％増の29億５千７百万円となりました。利益面では、前年同期は大型機の一部の不具合対応が利益

を圧迫しましたが、当期は追加費用の発生を抑えることができたため、セグメント利益（営業利益）は前年同期比

289.4％増の１億１千４百万円となりました。 

 

〔冷間鍛造事業〕 

 自動車部品は、前年同期に好調だった北米向け部品が一段落したため、売上高は減少いたしました。電動工具部

品は、納入先の海外生産移行により一部製品の売上が減少したため、前年同期の実績を下回りました。一方、事務

機・産業機械部品は土木工事用部品が増加したことにより前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高

は前年同期比7.5％減の12億３千５百万円、セグメント利益（営業利益）は、売上の減少に伴い前年同期比22.2％

減の１億８百万円となりました。 

 

〔電機機器事業〕 

 主力のＦＡ関連機器は、自動車関連設備の需要が好調に推移したため、前年同期の実績を上回りました。設備機

器及び空調機器は、前年同期のような売上高を押し上げた大型案件がなく、小型案件の売上にとどまったことによ

り前年同期の実績を下回りました。冷熱機器は、新築需要が減少したことにより前年同期の実績を下回りました。

これらの結果、売上高は前年同期比14.2％減の31億１千６百万円、セグメント利益（営業利益）は、前年同期のよ

うな低採算の大型案件がなく、利益率が改善されたため前年同期比9.8％増の１億５千６百万円となりました。 

 

〔車両関係事業〕 

 新車販売は、前年同期に比べメーカーの新型車発売が少なかったものの、積極的な広告宣伝に注力したことによ

り販売台数は底堅く推移し前年同期並みとなりました。中古車販売は、売上単価が上昇したことにより好調に推移

し、サービス部門は整備入庫車台数の確保に注力したことにより前年同期の実績を上回りました。輸入車販売も堅

調に推移したため前年同期並みとなりました。これらの結果、売上高は前年同期比3.6％増の112億３千万円、セグ

メント利益（営業利益）は、販売促進費の増加により前年同期比61.1％減の６千万円となりました。 

 

〔不動産等賃貸事業〕 

 売上高は、前年同期比11.4％増の８千２百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比57.9％減の１千万円

となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、179億５千８百万円となり、前連結会計年度末から12億４千３百万

円減少いたしました。 

 この内、流動資産は71億３千８百万円となり、前連結会計年度末から15億６千５百万円減少いたしました。これ

は主に、現金及び預金の減少６億８千８百万円、受取手形及び売掛金の減少13億４千２百万円、商品及び製品の増

加２億４千８百万円、仕掛品の増加１億２千１百万円によるものであります。 

 固定資産は108億２千万円となり、前連結会計年度末から３億２千２百万円増加いたしました。これは主に、有

形固定資産のその他の増加２億１千６百万円、投資有価証券の増加１億１千４百万円によるものであります。 

 負債合計は53億６千７百万円となり、前連結会計年度末から10億５千９百万円減少いたしました。これは主に、

支払手形及び買掛金の減少８億６千３百万円、短期借入金の増加２億２千５百万円、賞与引当金の減少１億８千５

百万円、長期借入金の減少１億円、退職給付に係る負債の減少１億９千７百万円、固定負債のその他の増加２億６

千４百万円によるものであります。 

 純資産合計は125億９千１百万円となり、前連結会計年度末から１億８千３百万円減少いたしました。これは主

に、利益剰余金の減少１億８千８百万円によるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の通期業績予想につきましては、平成27年10月29日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」

にて公表いたしました業績予想数値に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算方法

 当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

- 3 -

靜甲㈱　 （6286）　 平成28年3月期　第3四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,286,803 1,598,390 

受取手形及び売掛金 4,051,857 2,709,284 

商品及び製品 1,102,105 1,351,085 

仕掛品 667,334 788,725 

原材料及び貯蔵品 25,287 25,886 

その他 573,283 666,803 

貸倒引当金 △2,895 △2,175 

流動資産合計 8,703,776 7,138,000 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,779,159 2,715,304 

土地 3,313,557 3,395,934 

その他（純額） 1,218,803 1,435,493 

有形固定資産合計 7,311,520 7,546,732 

無形固定資産 242,698 219,954 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,585,657 2,700,098 

その他 358,975 354,187 

投資その他の資産合計 2,944,633 3,054,286 

固定資産合計 10,498,852 10,820,972 

資産合計 19,202,628 17,958,973 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,832,746 1,969,516 

短期借入金 140,012 365,013 

未払法人税等 107,989 8,685 

賞与引当金 387,819 202,432 

製品保証引当金 60,259 61,290 

製品補償引当金 9,215 － 

その他 1,402,354 1,306,712 

流動負債合計 4,940,396 3,913,651 

固定負債    

長期借入金 399,968 299,959 

役員退職慰労引当金 133,774 130,402 

退職給付に係る負債 269,593 72,556 

資産除去債務 43,143 45,767 

その他 639,999 904,857 

固定負債合計 1,486,478 1,453,543 

負債合計 6,426,875 5,367,194 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,337,000 100,000 

資本剰余金 1,833,576 3,070,576 

利益剰余金 8,394,062 8,205,622 

自己株式 △5,798 △28,590 

株主資本合計 11,558,840 11,347,608 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,216,913 1,244,170 

その他の包括利益累計額合計 1,216,913 1,244,170 

純資産合計 12,775,753 12,591,779 

負債純資産合計 19,202,628 17,958,973 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 18,813,970 18,621,265 

売上原価 15,399,482 15,139,492 

売上総利益 3,414,488 3,481,772 

販売費及び一般管理費 3,529,256 3,618,250 

営業損失（△） △114,767 △136,477 

営業外収益    

受取利息 1,486 1,409 

受取配当金 49,190 55,686 

その他 63,937 51,067 

営業外収益合計 114,614 108,163 

営業外費用    

支払利息 5,782 4,310 

売上割引 22,729 25,762 

その他 2,363 6,447 

営業外費用合計 30,875 36,521 

経常損失（△） △31,029 △64,834 

特別利益    

固定資産売却益 78,865 967 

投資有価証券売却益 249 － 

特別利益合計 79,115 967 

特別損失    

固定資産売却損 32 － 

固定資産除却損 13,459 6,682 

製品補償損失 49,122 － 

特別損失合計 62,613 6,682 

税金等調整前四半期純損失（△） △14,527 △70,549 

法人税等 104,708 14,392 

四半期純損失（△） △119,235 △84,941 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △119,235 △84,941 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △119,235 △84,941 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 252,721 27,257 

退職給付に係る調整額 2,510 － 

その他の包括利益合計 255,232 27,257 

四半期包括利益 135,996 △57,684 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 135,996 △57,684 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年５月22日開催の取締役会において、平成27年６月26日開催の第113回定時株主総会に、「資本金

の額減少の件」を付議することを決議し、当該株主総会において承認可決され、平成27年８月１日に効力が生じて

おります。これにより資本金の額が1,237,000千円減少し、その他資本剰余金が同額増加しております。 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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